
進路だより 
長崎県立諫早高等学校定時制 

                      進路指導部 

令和 8年 2月 5日  第 10号 

１月は「行く」、２月は「逃げる」、３月は「去る」と言われるように

３学期はあっという間に過ぎていきます。すでに学年末考査が終わ

りましたので、最終的な成績がどうなるか気になりますね。 

そして、2/16（月）～2/19（木）は高校入試の関係で皆さんは

自宅学習となります。生活のリズムを崩さないように気をつけてく

ださい。また、来年度の卒業予定者は、半年後にはこのような姿で

履歴書を書いたり就職試験の準備をしたりすることになります。この機会に自分の進路について考え、

企業調べなどをしましょう。求人票の公開も早くなりそうですから、出遅れないように頑張ろう！ 

今年も高校生の就職は「売り手市場」でした。この「売り手
う り て

市場
し じ ょ う

」という言葉の意味を知っていますか。 

「売り手市場」とは？ 

「売り手」は求職者側を、「買い手」は企業側を指します。そして買い手（企業）に比べて

売り手（求職者）が少なく需要が多い状況、つまり仕事を探している求職者よりも、求職者

を求める企業の求人数が多い状態を指して「売り手市場」と表現します。                    

１月２６日(月)、福岡空港内でお土産を扱う売店からの求人がありました。これで本校に届いた求

人票は３３０件となりました。全国的にまだ求人数をみたしていない企業が多いのは事実です。ただし、

自分がやりがいを感じることができて、給与や年間休日数などの待遇面も充実している仕事はそれ

ほど多くはありませんから、覚悟して就職活動に臨みましょう。 

 

進学希望者へ   「年内入試が増えている」    高校１，２年生のうちから意識しておこう！ 

 進学についても就職と同じように少子化の影響で受験生が減り、「定員割れ」をおこす私立大学・

短期大学・専門学校が増えています。だから学生を確保するために、早めに入試を行うのです。 

本校の定時制では、進学を希望するほとんどの生徒が年内入試（総合型選抜・学校推薦型選抜）

を受験します。おおまかな内容はこのようになります     詳しくは「進路だより第９号」を見てください。 

 推薦 評価内容 受験時期 

総合型選抜 

（旧 AO入試） 

不要 志望理由書・調査書・活動報告書・

面接・小論文・プレゼンなど 

９月～１２月 

(一部は１月以降も) 

学校推薦型選抜 

（指定校・公募） 

必要 志望理由書・調査書・推薦書・評定

平均・面接・小論文・プレゼンなど 

専門学校   ９月～ 

短大・大学 １０月～ 

 

基礎学力小テストについて 第 9回目の結果 クラス平均点             第１位 2年生 8.8点 

次回は 2月 10日（火）に実施しますので、あまり時間がありません。準備を急ぎましょう！ 
                                            

（答え）  １(1) ➀     (2) ➂    (3) ➄         ２(1) 病気     (2) 短所 

       ３(1) ア     (2) イ      (3) ウ        ４(1) 甲府市   (2) 仙台市 



R７ 第１０回 基礎学力小テスト 

 

１ 次の事項にあてはまる人物を選び、番号で答えなさい。 

(1) 細菌学者、黄熱病の研究 

(2) 小説家、『羅生門』、『河童』 

(3) 浮世絵師、『富嶽三十六景』 

 

➀野口英世  ➁歌川国芳  ➂芥川龍之介  ➃北里柴三郎  ➄葛飾北斎  ➅森鴎外 

 

２ 次の語句の同意語を書きなさい。 

(1) 疾病       

(2) 欠点 

 

３ 次の各問で正しいものを選び、記号で答えなさい。 

(1) 北西の反対の方角は        （ ア 南東    イ 北東    ウ 南西    エ 南北 ） 

(2) 責任を他の人に押しつけることは （ ア 叱責   イ 転嫁    ウ 転化    エ 問責 ） 

(3) ガソリンの原料は        （ ア 石炭   イ 鉄鉱石   ウ 石油    エ ボーキサイト ） 

 

４ 次の県の県庁所在地を漢字で書きなさい。 

(1) 山梨県      

(2) 宮城県 

 

 

 

                                          

 

Challenge 問題 （１月１３日実施分）解けなかった人は、復習してください。 

次の数列はある規則に従って並べられている。□にあてはまる数を答えなさい。 

   ２，６，４，８，６，１０，□, … 

 

   ２ → ６ → ４ → ８ → ６ → 10 → □ … 

     ＋４      －２     ＋４     －２     ＋４     －２ 

＋４ と －２ を繰り返していることに気づけば、答えは１０－２＝８となる。 

                                答え  ８   

 

 

 

 


